
国際放射線防護委員会（ICRP）勧告と我が国の対応

国際放射線防護委員会（ICRP）
2007年勧告 福島第一原発事故での対応

職業被ばく

救命活動
（情報を知らされ
た志願者）

他の者への利益が
救命者のリスクを
上回る場合は線量
制限なし

厚生労働省電離放射線障害防
止規則の特例
従来の100mSvから250mSvに
引き上げ
※2011年11月1日以降、原則
100mSvに戻すことが決められ
た。

他の緊急救助活動 ～500mSv

公衆被ばく

緊急被ばく状況 20～100mSv/年の
範囲で決める

例
計画避難地域での避難の基準:
20mSv/年

復旧時
（現存被ばく状
況）

1～20mSv/年の範
囲で決める

例
土壌の除染のための基準:
1mSv/年

mSv：ミリシーベルト

線量限度
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○ 暫定規制値に適合している食品は、健康への影響はないと一般
的に評価され、安全は確保されていたが、
より一層、食品の安全と安心を確保する観点から、暫定規制
値で許容していた年間線量５ミリシーベルトから年間１ミリ
シーベルトに基づく基準値に引き下げた。

○放射性セシウムの暫定規制値※１

（単位：ベクレル/kg）

○放射性セシウムの基準値※２

※２ 放射性ストロンチウム、プルトニウム等
を含めて基準値を設定

※１ 放射性ストロンチウムを含めて規制値を
設定

食品の暫定規制値と基準値

食品 規制値
飲料水 200

牛乳・乳製品 200
野菜類

500穀類
肉･卵･魚･その他

食品群 基準値
飲料水 10
牛乳 50

一般食品 100

乳児用食品 50

線量限度
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